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令和５・６年度 丸亀市社会教育委員の会での協議について  

 

 

１．協議テーマ 

  学習成果を社会で活用することを見据えた学びのあり方について 

 

 

２．協議テーマ設定の背景、趣旨 

 ①生涯学習センター閉館に対応するため講座の整理が必要 

生涯学習センターが閉館する令和７年度以降は、現在のような数の講座を開催する

ことは不可能である。そのため、講座数を減らす必要があるが、ただ減らすだけでな

く、内容の見直しを行ったうえで、今必要な学びの機会を提供しなければならない。 

  《生涯学習に関する拠点施設と地区館など》 

年度 拠点施設 地区館など 

令和５年度 
生涯学習センター ・飯山総合学習センター 

・東小川公民館 

・各地区コミュニティセンター 

令和６年度 

令和７年度 なし 

令和８年度～ 新市民会館 

 

 ②学習成果を生かして社会や地域で実践することまでを想定した講座や仕組みが必要

（５ページの図参照） 

現在、市民学級講座や、生涯学習センター自主事業として様々な講座を開催し、市

民に学びとの出会いを提供している。（図の領域Ⅰ）このことについては、一定の成

果を挙げているものの、講座終了後にその成果を社会で生かすこと（例えば、地域活

動や市民活動にかかわること、仕事に生かすことなど）までを見据えた講座の内容や

仕組みづくりについては不十分である。 

現状では、仕組みの一つとして、令和４年度から「生涯学習人材バンク」の運用を

行っている。（目的：図の領域Ⅰから領域Ⅳへとつなぐこと） 

  

 ③リカレント教育の推進が必要 

   人生 100 年時代を迎え、学校卒業後、どの年代であっても学び直しを行い、チャレ

ンジできる社会の実現が求められている。また、デジタル化など社会の急激な変化に

対応するための知識やスキルの習得も必要となっている。 

   現在、本市では、飯山総合学習センターに放送大学サテライト教室を設置している

ものの、広報や活用が不十分である。また、リカレント教育の大切さや場の広報・周

知も不足している。 

資料２ 
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３．現状 

①市民の意識（生涯学習推進計画に関する市民アンケート調査（令和３年度）結果より） 

  〇今後学習したい内容（６ページのグラフ参照） 

職業において必要な知識・技能 12.1％ 

ボランティア活動のために必要な知識・技能 7.3％ 

就職や転職のために必要な知識・技能 6.9％ 

地域づくり、まちづくり 5.2％ 

 

  〇学ぶ目的（７ページのグラフ参照） 

現在の仕事や将来の就職・転職などに役立てるため 29.3％ 

地域や社会をよりよくするため 13.9％ 

 

  〇学んだ成果を地域社会で生かしたいと思うか（７ページのグラフ参照） 

思う 20％ 

どちらかといえば思う 35％ 

どちらかといえば思わない 15％ 

わからない 25％ 

 

  〇学んだ成果をどのような方法で地域社会に生かしているか（８ページのグラフ参照） 

何もしていない 64.0％ 

コミュニティ、自治会、子ども会など地域を活発化する活動に参加する 16.0％ 

学校支援や子育て支援などの活動に協力する 12.3％ 

講座やスポーツの指導者として活動する 5.4％ 

市民団体（ＮＰＯ）などでの団体活動をする 4.3％ 

 

 

 ②講座の内容 

  〇市民学級【資料３】 

  〇生涯学習センター事業、飯山総合学習センター事業【資料４】 

 

 ③生涯学習人材バンク【資料５】 

  〇丸亀市ホームページに掲載 

  〇各コミュニティに配置している生涯学習推進員に紹介・活用促進 

 

 ③リカレント教育 

  〇丸亀市ホームページにリカレント教育の概要を掲載【資料６】 
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４．協議内容 

①それぞれの立場で社会教育活動にかかわっている委員の経験に基づき、学習成果を社

会で活用することの意義や、本市の現状と課題について協議、整理 

②本市において必要な講座の内容と仕組みについて協議 

 ③リカレント教育の推進について協議 

 ④協議録を取りまとめ 

 

 

５．令和５・６年度スケジュール 

年度 回 開催時期 会議内容 

令
和
５
年
度 

第２回 令和５年 

10 月 

30 日 

【議事】 

・協議テーマの設定 

・協議の進め方 

【報告】 

・地域学校協働活動の周知と協力を呼びかけるチラシの作

成・配付 

・令和６年丸亀市二十歳の成人式 

第３回 令和５年 

12 月 

【議事】 

・現状と課題に関する協議 

【報告】 

・令和６年度生涯学習関連予算 

・第 45 回中国四国社会教育研究大会（島根大会） 

第４回 令和６年 

２月 

【議事】 

・講座の内容と仕組みとして必要なこと、リカレント教育の

推進として必要なことに関する協議 

【報告】 

・令和６年丸亀市二十歳の成人式開催報告 

令
和
６
年
度 

第１回 令和６年 

６月 

【議事１】 

・講座の内容と仕組みとして必要なこと、リカレント教育の

推進として必要なことに関する協議 

【議事２】 

・第４次丸亀市生涯学習推進計画の進行管理 

【報告】 

第２回 令和６年 

８月 

【議事】 

・協議録の内容確認 

【報告】 
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第３回 令和６年 

12 月 

【協議③】 

・第５次丸亀市生涯学習推進計画（計画期間：令和８～11 年

度）の策定方針、スケジュール 

【報告】 

・社会教育委員の会での協議を受け、事業化する取り組み 

・令和７年度生涯学習関連予算 

・令和７年丸亀市二十歳の成人式 

第４回 令和７年 

２月 

【議事】 

・第５次丸亀市生涯学習推進計画策定のためのアンケート

（案）審議 

【報告】 
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図：目的と場所から見た学習成果の活用の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習成果を生かす目的 

・生きがい 

・日常生活 

自分のために 

学習成果を 

生かす場所 

・ボランティア 

・地域活動 

・市民活動 

・就職 

・転職 

・キャリア 

 アップ 

・家族のため 

 の活動 

他者や社会のために 

私的生活で生かす 社会で生かす 

Ⅰ Ⅲ 

Ⅱ Ⅳ 

浅井経子「学習成果の活用とその支援」（八洲学園大学紀要 第５号（2009））参照 
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丸亀市生涯学習推進計画に関する市民アンケート調査（令和３年度実施）結果より 

 

 問１：今後学習したい内容は何か。（継続を含む）（３つまで選択） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.4

29.2

18.3

17.3

12.7

12.1

11.1

8

7.9

7.3

6.9

5.2

0.4

0.1

34.1

0 10 20 30 40

健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）

趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道、レクリエーション活動など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など）

教養的なもの（文学、歴史、科学、語学など）

自然体験や生活体験などの体験活動

職業において必要な知識・技能

（仕事に関係のある知識の習得や資格の取得など）

情報通信分野の知識・技能

（プログラムの使い方、ホームページの作り方など）

育児・教育（家庭教育、幼児教育、教育問題など）

社会問題に関するもの（社会・時事、国際、環境、人権など）

ボランティア活動のために必要な知識・技能

就職や転職のために必要な知識・技能

（就職や転職に関係のある知識の習得や資格の取得など）

地域づくり、まちづくり

その他

生涯学習活動はしていない

無回答

今回

（％）N=1,000 
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問２：学ぶ目的は何か。（当てはまるものすべてを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３：学んだ成果を地域社会で生かしたいと思うか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.5 

55.6 

37.0 

34.5 

32.2 

29.3 

13.9 

1.7 

1.3 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

その学習が好きであったり、

人生を豊かにしたりするため

健康の維持・増進のため

自由時間を有効に活用するため

家庭・日常生活に活用するため

他の人との親睦を深めたり、

友人を得たりするため

現在の仕事や将来の就職・

転職などに役立てるため

地域や社会をよりよくするため

その他

特に理由はない

無回答
（％）

今回

どちらかと

いえば思う
35%

わからない
25%

思う
20%

どちらかとい

えば思わない
15%

その他
1%

無回答
4%

今回

N=525 

N=998 
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問４：学んだ成果をどのような方法で地域社会に生かしているか。（当てはまるものすべ

てを選択） 
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16

12.3

5.4

4.3

4.1

5.6

0 20 40 60 80

何もしていない

コミュニティ、自治会、子ども会など

地域を活発化する活動に参加する

学校支援や子育て支援

などの活動に協力する

講座やスポーツの

指導者として活動する

市民団体（NPO）など

での団体活動をする

その他

無回答

今回
（％）

N=1,000 


